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2 済謁劫台地⑳地形分類図と地皇絵

阿子島 功

ナスカ地上絵の考古学調査にかかわる地形分類

図を試作した｡ 目的にあわせて,3種類の縮尺精

度の地形分類を例示できる｡ 人工衛星 Quick

Bird画像を画像処理 して地形分類の指標とする

ことが,本章で述べる研究の中心であり,さらに

これらをナスカの地上絵の調査にどのように関連

させることができるか,すなわち微地形分類に

よって分析できる地表面の変化速さ (安定度 ･不

安定度)と地上絵との関係であり,地上絵の作成

当時に土地条件が考慮されたのか否か,地上絵の

損傷と土地条件 (微地形)との関係,地上絵の将

来の損傷の見積りについて述べる｡

1.ベル-海岸平野の地形概観

ペルーの海岸平野は3つの特徴がある｡ 奥行き

が小さいこと,台地の占める割合が多いこと,沙

漠が多いことである｡ナスカ台地は首都 リマから

約400km南の海岸台地の一部である｡ ペルー南

部の海岸台地は,海岸線からアンデス山脈の山麓

までの延長が約50kmで,山麓付近での高度が

500m程,海岸線付近の台地の高度は高く,100-

200mであることも稀ではない｡これらの台地を

分断する河川の沖積低地は,幅が数km～10数

km と狭い｡したがって,ペルー海岸平野は,全体

として "台地がちの海岸平野"である｡ 図2～1に

ナスカ台地とその周辺の地形地域区分を例示した

が,海岸線側に高度 700-1,700m程の山脈が接し

ている部分がある｡ 台地の高度が高く,海岸山脈

があるというペルー南部海岸平野の地形配置は,

アンデス山脈と同様に隆起速度が大きいためであ

る｡

ペルー海岸は低緯度にあり気温は高いが,低温

のペルー海流 (フンボル ト海流)の影響によって,

海岸平野では雨量が少なく,乾燥し,海岸沙漠が

できているという特徴がある｡ ナスカ台地の北西

方のPampa del Guadelupe付近 (Piscoと

Palpaの中間,図2-2)で広い沙漠地となってい

るのは,海岸側に基盤岩の山脈があるために,海

風が妨げられて乾燥がより激しくなっているため

であろう｡ さらにここでは基盤岩のやわらかい砂

岩層が風化して砂を生産していることも影響して

いる｡

海岸沙漠の砂丘砂の起源は,海浜砂のみとは限

らず,基盤をなしている中生界および新生界のう

ち,とくに風化して砂を生産しやすい部分がある

ことから,それらの分布との関係を検討すべきで

あると考えられる｡

ナスカ台地ならびに周辺の丘陵斜面には ｢吹き

上げ｣砂丘が形成されている (図2-4,2-ll)｡

これらの風成砂の起源としては,台地西部に分布

している鮮新更新続の半固給の砂質堆積層が風化

して細砂を多く供給することから,現在海岸の海

浜砂に起源するよりはむしろ現地成と考えたい｡

さらにナスカ台地の南東方の高度 2,000m に達

するセル ｡ブランコ (白い山)の山頂付近に移動

砂丘が分布しているが,その砂丘砂の起源も周辺

の基盤岩 (第三紀鮮新世の石英安山岩質凝灰岩)

の風化に由来するものであろう｡

台地上面は乾燥 して砂硬質の裸地となってい

る｡ 台地を分断している沖積低地では,アンデス

山脈に降る雨水が流下してくれば季節的に縁が濃

くなる(図2-5)｡したがって,台地上面は古代か

ら居住には適していないが,谷沿いの低地では畑

地を開 くことができて豊かな生活ができた｡実

際,ナスカ周辺のナスカ期の集落遺跡は台地と低

地の間の斜面や段丘面にある｡中世のスペイン人

もしくは近代の中国人移民などが開いたアシェン

ダ (農園)は谷底面に立地している｡

リマ-ナスカ間の海岸台地の上面の現在の土地

利用は,一部に定住とはいえない集落ができてい
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る程度であり,台地上面に濯概施設が建設された

ところはない｡これらの新しい集落は,ごく簡易

な住居で住みつき,後に土地占有権を得る｡ 飲用

水は給水車から購入する｡

ナスカ台地に1950年代に濯概施設が計画され

たが,地上絵を守るためにマリア ･ライへが反対

運動を行ったという｡ ナスカ台地の南の縁に港概

水路が建設されているが,それは台地の縁の緩い

斜面や段丘面の畑地の濯概のためであり,濯概水

路が開析谷を横切るところではエル ･ニーこヨに

よる土石流に･よって損傷をうけて,現在は放棄さ

れているところもある (図2-6)｡

2.ナスカ台地とその周辺の地形地質概況

ナスカ台地は,その北側をリオ ･グランデの支

流であるインへこオ川の谷,南側を同じくリオ ･

グランデの支流であるナスカ川の谷に縁取られて

いる部分である｡ これらの部分は,それぞれ,チ

ノ平原,フマナ平原,マフェロス平原,シンコ｡

クルセス平原,ラス ･カレタス平原などと呼び分

けられているが,｢ナスカ台地｣と総称とする｡ 世

界遺産登録となっているナスカ ･フマナ平原 (パ

ンパ)という地区名にも混乱があるらしい｡

ナスカ台地は,東西幅 15-20km,南北の幅が

約 15km程,高度は山麓の扇頂で約 500m,末端

で約 400m,台地の開析谷の深さは末端で最大

loom,扇央では50m程度である (図2-1)｡その

みかけは "いわゆる高位段丘"である｡ ナスカ台

地は,海岸から約40-60km ほど内陸側にあり,

山麓扇状地起源で,厚さ100m以上の厚い砂磯層

に構成される堆積段丘である｡ 北側のパルパ台地

の扇頂 (図2-7)に連なるパルパ谷の上流では粗

大な磯層が観察できる｡

背後山地では,高度約 4,500m以高に氷河地形

を残す山地であり,地質図には更新世の台地堆積

層に対して氷河河流性堆積層という表現も記され

ている｡

表層地質図 (ナスカ地区は縮尺 1:50,000,ペ

ルー地質鉱山局 1984,2001にデジタル化 ;イカ

地区は縮尺 1:100,000,ペルー地質鉱山局 1981,

2001にデジタル化)によれば,丘陵 ･山地を作る

基盤岩類は中生代および古生代の地層 ｡岩石であ

り,これを覆って第三紀鮮新世のビスコ層 ･ナス

カ層群などが高度 1,000-4,000m超の高さのよく

そろった頂部に分布している｡ そのみかけは溶岩

台地である｡

鮮新世～更新世のシャングリロ層は台地東部の

地下ならびに丘陵に分布 しており,台地束縁のナ

スカ川の峡谷状の川岸の崖に露出している (図2

-8)｡半固給の砂がちの地層であり,水に溶けや

すく,風成砂の起源になっていると予想される｡

前述の図2-2の地区でも同様であろう｡

台地上面を構成する砂磯層は,更新続とされ,

台地北部のパン･アメリカン ･ハイイウェイに

そって,インへこオ川から台地上面までの高度差

約 100m以上の間に連続 して露出している (図2

-9)｡粗大な磯を含む砂磯層で扇状地性堆積層で

ある｡

地質図には台地上面を完新世の沖積層と風成層

が覆うように表現されている｡ これらは,吹き上

げ砂丘砂が,台地の開析谷斜面～台地より上位の

丘陵斜面を点的におおっていること,台地上面に

は綱脈状に河流跡があって,数年に1回といった

雨に際して土石流が走ることを表現 している｡ た

だし,台地上面の河流跡については,後述のよう

に,相対的に安定していて風化磯が露出している

部分と数年に1回の雨の際に土石流河道となって

河床磯が更新されている不安定な部分とがある｡

1998年エル ･二一二ヨではナスカ地方でも雨が

降り,台地上面にも土石流が走った｡

海岸沙漠の降水量は夏 1｡2月にあり,リマで

は1941-50年の平均年間降水量が31mmであ

る｡ エル ･二一二ョによる降水量のばらつきが南

部ではとくに大きい｡ごく乾燥しているために,

台地上面では,ほとんど植生がない｡台地上面を

流れる滴れ河のなかに,わずかに脈状に潅木が点

在している部分がある｡
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3.地上絵の描き方と表層地質

台地上面は砂磯原であり,地表下数 10cmの間

は暗褐色に風化している(図2-10,ll)｡たとえ

ば,展望塔の北から西へむかう道路沿いの路傍の

磯とその下の砂層では,2.5YR3/2-4/1(マンセ

ル土色の極暗赤褐色～赤灰色)と10YR7/2(にぷ

い黄樺色)の違いがある｡

この風化帯を人為的に取りのけると灰白色の未

風化の磯 ･砂が露出することから,その色の違い

を利用して線 ･帯 ｡図像が措かれている (図2-

10)｡

地上絵の主体は線と帯である｡ 時期は紀元前 l

C～紀元後7C頃のナスカ期とされる｡

山麓に点在する基盤岩 (固結堆積岩)丘陵の表

面も同様に風化部分は暗褐色であり,これを削っ

てフクロウ人間 (宇宙人と俗称される)の図像が

措かれている (図2-13中左写真 D｡さらにフク

ロウ人間の丘の北東方の山頂は,山頂部だけ白

く,遠 くからよく目立つ (図2-13上図-0)が,

人為的に削りだされているのであろう

低地は間歌流となっており,氾濫原は緑が濃

い｡みかけの高位段丘と氾濫原低地の間に幅狭い

段丘面があり,地下水のくみ上げもしくは導水に

よって綿花などの耕地化が図られている｡ 台地南

縁の濯概水路 (図2-6)は,エル ･二一二ヨ年の

土石流による損傷によって現在は放棄されてい

る｡

ナスカ川の谷底低地には,マイマイ井戸と地下水

道 (プキオ)がナスカ期以降につくられているが,

地下水脈の検出には,前述の脈状に点在している

潅木が目印になったのであろう｡

4.地形分類図の精度と目的

地形分類図作成のために資料として使用できた地

形図 ･空中写真類は,ペルー国土地理院の1:

250,000地勢図 (CADデータで配布),1:50,000地

形図,一部 1:10,000地形図,ペルー空軍 1947年撮

影の1:15,000空中写真 (モノクローム),2002年

撮影のQuick Bird画像 (最小分解能は0.6m程

皮)および地上絵をねらった数多くの斜め空中写

真である｡

4-1 1:250,000程度の地形分類

地形地域区分をあらわす図として,次の4区分

を表現 したのが図2-1である｡ 次の4区分の間

の//は地形境界がとくに明瞭な傾斜変換線であ

ることを示す｡

上位より下位に ; (1)山地と丘陵地

// (2)台地 (広がりは約 15×20km)

/ (3)台地縁辺の閲析区 (幅0.5-3kmであり,

台地縁辺斜面地帯には,中段に小規模な段丘面が

含まれている｡)

// (4)低地 (幅0.5-4km)0

さらに,山地と台地の付加記号として,大規模

な被覆砂丘 (高度 2,000m台に及んでいる) を措

くことができよう｡

さらに,台地地区は,台地中央を北東一南西に

流れるConganaMajuelosの河流を境として,上

面に河道跡の少ない西側区 (2-1区)と河道跡の

多い東側区 (2-2区)の2区分ができる (図2-

14)｡

4-2 1:50.000程度の地形分類- 人工衛星画

像の画像処理による微地形分類の自動図化

開析谷の底の植生のある部分を除けば,台地面

の縁辺斜面 (3)および台地面 (2)より高い部分

(1)は,ほとんどが裸地であることから,単純に

明るさ程度によって地表面の安定度 ･不安程度を

画像処理によって区分することができた (図2-

13)｡

山地斜面 ｡丘陵地斜面においては,安定斜面と

不安定斜面の2区分ができる｡ それは尾根塑斜面

と谷筋塑斜面の違いであり,図2-13中段の写真

1･2に示すとおりである｡これらは,人工衛星画

像の色調によって2区分できる｡ ただし,垂直画

像ではないために,起伏の大きい部分では, 〔日

陰 ｡日当り斜面〕の色調の差がノイズとなってい
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る｡

台地面 (2)においては,人工衛星画像の色調に

よって3区分できる｡ 磯堆状の暗色の安定した地

表面,河道跡の新鮮な筋,両者の間にあって平面

的には州の形をした中間の明るさの部分である｡

台地縁辺の開析谷斜面区 (3)においては,人工

衛星画像の色調によって2区分ができる｡ 現地で

は図2-11に示すような,尾根型斜面 (凸型斜面)

と谷筋塑斜面 (凹型斜面)との違いがある｡

沖積低地面 (4)では,植生がある部分は暗く写

ることから,明暗のみでは台地上面のなかの風化

層が残存する暗色部分との区別が難しく,沖積低

地面は別に処理する必要がある｡

4-3 1:500程度の微地形分類の可能性

QuickBird画像は最小分解能が0.6m とされ,

仮に1:500図とすれば地上 1mのものは図上 2

mm となり図示可能である｡ 台地上面の色調の違

いである3区分程度をこの精度で図示できるの

で,級 (帯)や図像と台地上面の流水跡との切 り

あい関係を表現できる｡

5.地上絵と土地条件

次の2点を検討する ;

1)ナスカ地上絵が描かれたときに土地条件が考

慮されたのか ･無視されたのか,

2)これからの土地変化によって地上絵は将来ど

の程度変化するのか,

前者に関しては,土地条件として地形的位置,

起伏,土色,土地の安定度 ･不安定度の各要素ご

とに検討する｡ 後者は今後の保存計画に示唆を与

えるであろう｡

5-1 ナスカ地上絵が描かれたときの土地条件

a)地形的位置について

ナスカ台地 とその周辺地域に分布する地上絵

は,台地面より高い丘陵斜面に措かれているもの

(フクロウ人間が有名),台地上面に措かれている

もの (とくに台地北部には,線 ｡帯 ･図形 ･図像

が集中している地区がある),台地と開析谷底と

の間の段丘状の部分と斜面に措かれているものが

ある｡

さらに今回の新発見の図像は,ナスカ台地の南

部で,台地面と谷底面 との間の波状の起伏地に

あった｡

ナスカ川やインへニオ川に沿った氾濫原面には

地上絵は希薄である｡ 谷底氾濫原面はこの地域で

最も地形変化の激 しい (更新されている)部分で

あるが,かつて地上絵が措かれ,後に消失したと

考えられる部分もある｡

以上のように,地上絵はあらゆる地形面に描か

れたといえよう｡

とはいえ,平坦面の広がりと図形との関係をみ

ると,平坦面のひろがりにあわせてまとまりよく

えがかれたため,図形の方向も平坦面のまとまり

に支配されている例がある (図2-15)｡とくに台

地縁辺の狭い台地面では,そのまとまりをいっぱ

いにつかっているために,図形の向きが平坦面の

形に支配されていることがある｡ すでに台地縁辺

の中段の平坦面上の台形は流れの方向のものと直

交方向のものが多いことをAveni(2000;2006

釈,p.249-250)が述べているが,その理由とし

て平坦面の形にあわせた結果であるとみることも

できる｡

b)起伏について

図像は台地北部核心地区のように起伏が小さく

広い平坦面であるところに集中して繰り返し重ね

書きされている例があるが,今回の新発見の図像

(坂井ほか,2006)は,ナスカ台地の南部の台地面

緑辺の,見通しの患い起伏地にあり (図2-17),

ここでは起伏は無視されていたといえる｡

長い線 ｡細い帯は,地形起伏にかかわらず,起

伏の障害を超えて一定方向にむかって措かれてお

り,台地の縁や台地上面のなかの川岸の肩へ下り

ている例がある (図2-16)｡

図形では広い台形が平坦面の広がりを意識 して

措かれたであろうとみられる例がある (前述 図
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2-15).

C)土色および土地表面の安定度 ･不安定度に

ついて

地表面が安定で表層に風化帯がよく保存されて

いる部分は遠望して暗色であり,河道によって表

層物質が更新されている不安定部分は明色であ

る｡ 地上絵は前者の部分であれば明瞭に措くこと

ができ,残りやすい｡

ナスカ台地北東部分では,Majuelos川を境と

して,河道跡の密度の高い南東側 (2-2)と,河

道跡のごく少ない北西側 (2-1)との対照が明瞭

である (図2-14)｡

(2-2)では河川が山地 ･丘陵地を後背地とし

ており,流路は深く長いが,(2-1)では流路が台

地上面から発しているために浅 く短い｡(2-2)で

は山地 ･丘陵地から発した河川はMajuelos川に

注ぐため,それより北西側 (2-1)には及ばない｡

これに対応して地上絵 ･線の分布密度には明瞭な

差が認められ,(2-1)では地上絵が多いが (2-

2)では少ない｡

したがって,地上絵が措かれた時点で土地が選ば

れていた可能性がある｡ すなわち,(2-1)では暗

褐色に風化した地表が広いために明瞭な地上絵を

措 くのに適しているが,(2-2)ではしばしば河流

が流れることから,地上絵を措いても保存が悪

い｡

(2-1)に地上絵が多いという理由は北側のイ

ンへこオ川の縁豊かな谷にそって立地していた遺

跡に近いという理由のみではなく,地上絵を捲 く

にあたってナスカ人は土色を意識したものと考え

ることができる｡

5-2 これからの土地変化によって地上絵はどの

程度変化するのか

地上絵は発見されて以来,等で掃いて強調され

た部分もあるが,基本的には約 1,500年間以上の

間にわたって保存されてきた｡地上絵をつくる線

や帯が浅い河道跡によって切られている部分があ

る (図2-18-1,2-19)が,さらに1,500年間を

経ても,その深さが2倍になるか,もしくは河道

密度が2倍になるかのいずれかであろう｡ おそら

く,河道は固定的で深さが増すことになると予想

される｡ したがって,自然的な原因による地上絵

の損傷はそれほど深刻ではない｡

むしろ,深刻な損傷は,人為的な改変である自

動車の轍やパン｡アメリカンハイウエイに沿った

流路 ｡侵食堆積部分の変化の影響が問題となろう

(図2-18-2,3,4)｡耕作地の境の石積みやパン･

アメリカンハイウエイの盛り土が塞き止となって

砂泥が堆積している箇所が多く見受けられる｡ 道

路と交差する河道の トンネル部分では土石流で埋

まるたびに排土が行われている｡ したがって砂防

ダムや流路工などの安易な新設はさけるべきであ

る｡

長い線や帯に関しては記録保存で対応 し,図

像 ･図形に関しては保存保護を個別に検討するこ

とになる｡
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2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

第 2章 (ペルー,ナスカ台地の地形分類図と地上絵 阿子島 功) 図 版

海

図2-1 ナスカ台地 とその周辺の地形 (4区分)｡基図は1:250′000地勢図 (数値地図)より縮小

-図2-2 ナスカ台地の北西方の沙漢地｡
PiscoとPalpaの中間のPampadeGuadelupe付近｡ 滴れ

川部分に新鮮な砂の堆積がみられる｡この沙漢は基盤岩の砂
岩層の風化部分を含む｡左手遠方に海岸山脈｡

図2-3 海岸側の移動砂丘｡Pisco付近｡ 図2-4 ナスカ台地東緑の丘陵斜面への吹き上げ砂丘｡
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2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

図2-5 ナスカ台地とナスカ川氾濫原低地｡
Kahuachi付近より東を望む｡

図2-6 土石流で破壊された濯淑水路｡
ナスカ市街の西方,ナスカ川北岸支流を横
切る濯淑水路｡細砂層が堆積している｡

図2-8 鮮新世～更新世のシャングリコ層｡
ナスカ台地西縁峡谷に露出｡

PampadeChinosの崖下｡
サンタクララ付近｡

図2-7 パルパ台地と山地と
の接合部｡
手前の谷はRioPalpaとRioViscas

の谷であり,下流でRioGrandeとな

る｡北より南東方向を望む｡

図2-9 台地上面を構成する更新世の砂磯層｡
インへニオ谷よりナスカ台地北部に通 じるパ
ン･アメリカン･ハイウエイ沿いの露頭｡
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2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

図2-10 地上絵 の描 き方｡ ①白い砂の堆積 (人為か自然堆積か不明),②魚の図像
(の口),③帯の中の磯の集積,④幅の広い線(帯)であり,縁に磯を寄せている｡
図像の切りあい関係は,①が古く,②,③,④の順で新しい｡
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図2-11 台地上面 の暗色

帯 と台地開析谷斜面｡
開析谷斜面は尾根型斜面 (暗

色)と谷型斜面 (明色)に2区
分される｡

図2-12 台地表面の地質断面｡
ナスカ川の北岸,送電線の渡河点付近｡
カワチの東方｡



2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

<人工衛星QuickBird画像は､DigitalGlobe社ならびにHitachiSoft社と

エンドユーザーたる著者らとの使用契約により､当該部分を掲載でき

ないことから空自としています｡>

図2-13 台地上面の微地形区分｡
上図はQuickBjrdの原画像,下図は明るさの画像処理で得られた4区分 (原図はカラーである)

中段写真2に区分の 1-4を示す｡ 丘陵の尾根型斜面が風化帯をよく残し最も安定 (1),丘麓の崖錐が次いで安定型
の地表面である (2)｡ 次にやや安定な地表面は磯堆 (3)であり,最も不安定な地表面は,明るく写っている河道跡
(4)である｡

上図中の0記号は,人為的に削られた丘頂,細い両矢印線は地上絵のラインを示している｡上図中の太い矢印1･2

は斜め写真 (1中右図 ･2中左図)の撮影方向を示す｡中段の写真 1･2はフクロウ人間の丘とその周辺である｡
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2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

<人工衛星QuickBird画像は､DigitalGlobe社ならびにHitachiSoft社と

エンドユーザーたる著者らとの使用契約により､当該部分を掲載でき

ないことから空自としています｡>

∇ConganaMajuelos

図2-14 ナスカ台地北半部のQuickBird画像｡
台地上面のうち,河道跡が多い南東部 (2-2地区)と河道跡が少なく安定している北西部 (2-1地区)との対照を示す｡
北西部 (2-1地区)には図像や線が多く集中しており,南衷部 (2-2地区)では線のみである｡
Rは道路,Pは送電線とその工事用道路である｡

図2-15 安定した地形面にあわせて描か
れた台形｡
図形の配置と方向が地形に支配されてい
る例である

図2-16 河道と台地とを横切るひたむきの線｡
河道部分で緑が淡くなっている｡
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2 ナスカ台地の地形分類図と地上絵 (阿子島 功)

図2-17 起伏地に描かれた図像の例｡
今回新記載の抽象図像であり,長さ約65m,カワチ神殿の北東方のナスカ台地南緑にある｡

図2-19 安定型地表面上に生 じた浅い小規模
な河流跡による地上絵の侵食の例｡
トンボの図像の翼を切る｡
上が上流方向である｡

図2-18 さまざまの損傷要因｡
展望塔とその周辺｡左が北｡
1:自然の流水の跡であり,木の図像の枝

先を側刻している｡
2:古い道路跡

3:ハイウエイ建設に伴う土取りなど+
4:轍跡
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